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の
原
子
力
発
屯
所
裡
股
に
向
け
'
一九
五
九

(昭和三
十
四
)年
に
専
門
の
学
者
曇

と
め
た
僻
弗

事
故
の
被
等
拭
欝
の
報
告
昏
全
文
が
こ
の
ほ
ど
'科
学

技
術
庁
か
ら
初
め
て
国
会
に
振
出
さ
れ
た
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告
官
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は
母
大
の
被
等
敬
を
｢過
小
評
価
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側
｣
と
し
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予
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こ
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三
兆
七
千
他
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拭
昇
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的
故
事
は
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れ
ぞ
れ
澱
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で
死
亡
七
百
二

十
人
､障
専
五
千
へ
電

蕪
四
百
万
人
と
見
境
も
っ
て

い
る
｡
同
庁
は
六
一年
に
払
啓
額
を
三
分
の
一以
下
に

低
く
衰
配
し
た
賓
的
だ
け
を
国
会
に
報
争
し
て
い
た
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･

公卵二二県
別
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破
っ
て
尻
手
力
発
馬
開
発
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ス
タ
ー
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し
た
こ
と
は
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ら
か
で
､
多
く
の
批
判
が
集
中
し
そ
つだ
｡
報
告
eZは

四
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年
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歳
月
を
経
て
国
会
図
由蕗
で
公
嬰

】れ
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｡
隙
料
や
板
葺

供
､
拾
摂
取
､

葬
式
費
用
の
切
な
ど
具
体
的
な

拭
芸

み
上
げ
た
も
の
P
J

膨
大
な
額
の
拭
好
結
果
に
黒
い

て
か
､
聖
貰
】で
は
｢括
絢
や

括
典
の
撃

だ
け
を
乱
用
荒

る
こ
と
の
な
い
よ
っ
'
く
れ
ぐ

れ
も
お
餅
い
し
て
お
き
た
い
｣

と
強
嗣
し
て
い
る
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科
技
庁
は
六
一年
の
衆
院

科

学技術対柴特別雲
に､

要から付録に的する妃述

右前曝した架的版の竃

出'尻腰法は〟頼限群任″

窒最ったた
め
､
r流
料

は
括

由
実
】れ
な
か
っ
た
j
｢琵

40

年前
に作成され､ようやく全面公開された夙

托事故の1員専横に関する枕許

｢過

～.パリ

評価の側｣最
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Ⅷ
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死
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報
告
官
は
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担
院
子
炉
の

串
故
の
理
胎
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東
海
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地
役
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冬

床
井
事
故
弗
生
時
の

拍
苔
胆

遍肝等
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め
た
コ麻
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刀
祖
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法

律
｣
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制
定
宍

1年
)
に
向

け
科
技
庁
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社
印
法
人
･
日
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原
子
力
塵
襲
会
軌
に
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し
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作
成
し
た
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録
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下
に
当

量
妥射能

が
滞
れ
た
と

の恕定P
r気象

条
件
や
放
出
肇

と
r垣
昏

餌
を
拭
琶

本
文
で
は
r辞
細
な
括
典
は

付
録
O
に
述
べ
て
串
る
が
'
こ

こ
で
は
そ
の
夢

す

る
と
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最
大
現
哲
額
を
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兆
円
章
)暮

し
と
変
現
し
て

い
る
が
､
｢付
録
o
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に
は
当

時
の
国
の
上
空

辞
一兆
七
千

倍
円
の
約
二
.こ
高
の
｢三
兆

七
千
倍
P
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喝

最
小
彼

等
は責
王府円としてい
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的
被
早
を
死
亡
か
ら
検

査
ま
で
の
四
段
階
に
分
け
'
恕

穿

恵
味
を
持
ち
帝
な
い
｣
と

し
て
報
告
官
は
髄
(や
み
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に

懲
り
れ
て
い
た
形
と
な
っ
て
い

ち
一年
ほ
ど
前
か
ら
国
会
内
で

｢拭
斉
し
の
存
在
が
脱
輪
と
な

っ
て
い
た
ぐ

今
年
に
入
っ
て
参

院
の
抜
群
･産
薬
害

会
で
公

明
'
共
産
の
二
人
の
責

が
追

及
､
舞
料
の
公
開
と
現
時
点
で

の
拭
好
の
や
り
直
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を
求
め

た
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科
技
庁
は
駄
昇
の
や
り
忙

し
は
恩
味
が
な
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と
脱
明
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報
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開
に
つ
い
て
は
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後
は
十
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朗
人
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技
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弁
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飴に匠いた｡同庁では封晃

やコピーなどのl般から

の
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袋
に
も
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じ
て
い
く
考

え
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お
同
庁
は
､
賢
料
に
つ
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て∇仮想条件があまりに多

い∇嘩)誓つる事故という

性
格
の
拭
昇
で
は
な
い
▽
原
子

力
利
用
が
緒
に
つ
い
た
鮭
阿
の

拭
好
で
現
在
の
琵
料
価
伯
と
し

て
は
無
闇T
な
ど
の
萱
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し
て
い
一句(報
道
部
･阪
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拓
和
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い
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･
作
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た
時
代

か
ら
い
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確
な

災串予測の根拠章胃て拭

.苧

き
た
も
の
で
は
な
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と
推

測
さ
れ
'
現
在
望
巷
評
価
､

災
害
評
価
に
影
坤
を
与
え

るも

の
で
は
な
い
｡
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開
克

て
き
た
背
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は
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か
ら
な
い
も

の
Q
(.毒

し
て

摂
腹
の
も
の
で
は
な
く
､
も
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と
早
く
情
報
公
開
し
を
つ
え
で

洩警
れてもよかったので

は
な
い
か
｡
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